
平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日
提
出

質

問
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過
労
死
を
増
や
し
か
ね
な
い
裁
量
労
働
制
の
拡
大
に
対
す
る
政
府
の
方
針
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者
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井

和
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過
労
死
を
増
や
し
か
ね
な
い
裁
量
労
働
制
の
拡
大
に
対
す
る
政
府
の
方
針
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

最
近
で
も
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
、
裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
た
労
働
者
の
過
労
死
や
労
災
の
被
災
が
発
覚
す
る

な
ど
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
裁
量
労
働
制
の
今
後
に
関
し
て
、
政
府
は
、
内
閣
衆
質
一
九
七
第
二
三
号

「
過
労
死
を
増
や
し
か
ね
な
い
裁
量
労
働
制
の
拡
大
に
対
す
る
政
府
の
方
針
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
、

本
件
答
弁
書
と
い
う
。
）
で
は
、
「
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
適
正
な
対
象
業
務
の
範
囲
や
労
働
者
の
裁
量
と
健
康
を
確
保
す
る

方
策
等
に
つ
い
て
の
労
働
政
策
審
議
会
に
お
け
る
検
討
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
お
り
、
裁
量
労
働
制
の
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
再
質
問
し
ま
す
。

一

本
件
答
弁
書
に
あ
る
、
「
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
適
正
な
対
象
業
務
の
範
囲
」
に
つ
い
て
、
「
適
切
に
対
応
」
の
結
果
、

「
対
象
業
務
の
範
囲
」
を
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二

一
に
つ
い
て
、
対
象
業
務
の
範
囲
を
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
た
労
働
者
の
過

労
死
や
労
災
の
被
災
が
増
加
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

右
質
問
す
る
。


